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1. 緒言 
1.1. 学部長／研究科長の言葉 
 ソフトウエア情報学部・研究科では、２０１０年度の研究テーマとして「ユビキタス情報社会を実現するソフトウエア
の開発」に取り組みました。具体的な研究課題としては、安全性と運用の容易性を配慮したウェブサーバの研究、ユビキ
タスネットワーク環境で利用者を案心させるためのコミュニケーション支援技術に関する研究、早期発見を目的とした本
人参画型の医療・福祉支援システムの研究、ギガビットネット PC クラスタを用いたタイルドディスプレイ環境による
Tele-Immersion システムとその応用研究、画像・ビデオ及び音声に注目したマルチメディア検索システムの構築、共同
Web サイトにおけるユーザ行動パタン間の相関分析に関する研究、環境情報からのユーザ状態推定システムの構築、有
意位置に基づく生活共同共有サービスに関する研究など、ソフトウエア情報学に関わる非常に広範囲にわたるものです。 
 これらの研究を推進した結果、学術論文誌掲載２８件、国際・国内コンファレンス発表１４８件、国内大会発表１９３
件など、多くの成果を出すことができました。また、学術書を含む著書２２件、総説２７件も大きな成果のひとつです。
一方教育面では、本学部で取り組んでいるプロジェクト演習（注１）が、河合塾実施の初年次教育についての全国大学調
査において、評価視点（A・B・C）（注２）全てにおいて最高の評価を受けました。また、２０１１年３月の情報処理
学会全国大会の発表では、学生奨励賞が９件（全１３２件）、学会推奨卒業論文認定者が６名（全５３名）、修士論文認
定者が２名（全１７名）の成果をあげ、学部・研究科の教育・研究指導が学外でも高く評価されました。 
本学部・研究科では、教育と研究の両者で成果をあげることを推進していますが、地域にある大学として地域貢献活動
も活発に実施し、産学連携１５１件、自治体などの検討会の委員１１７件、委員長など２５件を委託されました。特に、
「赤外線通信で展示物解説へ：盛岡こども科学館（岩手日報）」や「健康管理システム：岩手県立大学と開発（日本経済
新聞）」など５件の報道発表もありました。また、社会基盤貢献賞（東北電気通信局）や LOIS 功労賞（電子情報通信学
会）など２件の受賞もあり、地域に根ざした学部・研究科の業績を残しました。さらに、教員が所属している学会（電子
情報通信学会や情報処理学会等）では、研究委員会の委員長や座長等の重責を担う依頼が５７件あり、これも教員の高い
専門性が評価された結果です。国際交流関連では、東ワシントン大学（米国）への交流研修、大連交通大学（中国）から
の留学生の受け入れ、及び朝陽大学情報科学研究科（台湾）との大学間交流も締結し、今後の国際交流へ向けた取り組み
も積極的におこないました。 
  以上の成果は、丁寧な教育ができる教育環境及び教員の熱い想いと努力が作り出した結果です。本学部・研究科では、
地域や社会で本当に必要とされる課題を拾い上げ、それを教員と学生が一体となって取り組んでいくことを推進・奨励し
ています。また、県内外の高校を訪問し、学部の広報や入試説明会の実施、あるいは学会活動や地域自治体との共同作業
など、対外的な活動も積極的におこなえるための配慮をしています。今後は、学部・研究科の活動を県内外に広めるため
の広報活動をさらに活発にし、地域社会にとって真に「なくてはならない学部」を指向します。 
（注１）１，２，３年次の縦割りで構成したチームで取り組む課題解決型の演習科目  
（注２）評価視点 A：受動的な学びから能動的な学びへの転換がおこなわれているか？、評価視点 B：学生の自立・自立
化が促進されているか？、評価視点 C：全学生に一定の水準以上の初年次教育を保障しているか？ 
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